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00:多機能型事業所いとめ

生活介護事業「天竜厚生会いとめ」
定員 :15名
主たる障がい:身体障がい（医療的ケア含）
平均支援区分:5.1
平均年齢 :31.6歳（15歳～66歳）
登録者数 :33名
標準支援時間:7時間10分(9:20～16:30）
送迎対応 :自宅まで
営業日 :月～金、祝日

特色
入浴設備を備えており、入浴の支援を実施。
本人の特性やペースに合わせた活動を提供。

事業開始 令和5年10月1日～
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放課後等デイサービス事業
「天竜厚生会ささえ」
定員 :10名
主たる障がい:身体・知的障がい
平均年齢 :14.3歳（小5～高3）
障がい手帳 :療育手帳A 20名

身障手帳1 8名
登録者数 :21名
支援時間 :平日(14:00～17:00）

休日(10:00～17:00）
送迎対応 :自宅まで
営業日 :月～金、祝日

特色
高学年以上の児童を主に本人の特性や、
ペースに合わせた個別訓練活動を提供。

※令和7年8月1日時点データP3



00:決断 ～社会資源の変化～

当事業所の前身である
「白羽の家 天竜厚生会浜松デイサービスセン
ター」は平成１３年２月に開設した。

平成１２年（2000年）に介護保険制度が導入
され、まだ充分な事業整備がされておらず、
当時の浜松市南部の地域には、高齢者が日中に
通う場所が無かったことから、地域ニーズに合
わせ、介護保険通所介護事業（以下、高齢デイ
サービスという）を開設した。

株式会社等の本格的な福祉業界への参入もあり、
高齢デイサービスは急速な勢いで新規開設がさ
れ、選択する事ができるまでに社会資源が満た
され始める。 P4



00:決断 ～社会資源の変化～

令和3年9月

法人執行責任者会議にて、新たな社会ニーズに対応した
事業への転換の検討を開始。高齢デイサービスとの共生
型の意見も挙がるが、社会福祉法人だからこそニーズを
充足できる事業と体制を模索。

令和3年11月
高齢デイサービスを廃止し、新事業（障がい多機能型）開設
への準備を開始することとなる。主たる対象者を、地域で社
会資源が不足している身体障がい児者及び肢体不自由児者と
する。

障がい多機能事業開設に向け、準備室を立ち上げる。
同年9月に高齢デイサービス廃止/翌10月より新事業として開設に
向け事業転換が始動し始める。

令和４年４月

P5



01:始動

「肢体不自由児や医療的ケアがある生徒の
卒業後の行き場所がないんです」
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01:始動
周辺事業所の特徴

主として知的障がいの受け入
れをしている。

活動内容は自主製品の制作や
受託作業を中心としている事
業所が多い。

施設設備上、身体障がい（特
に肢体不自由など）の受け入
れが困難。

入浴提供を行っていない。

身体障がいの児童を受ける特
別支援学校区であり、卒業後
の進路先が地域にない状態。
（赤枠内:旧浜松市南区）
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01:始動 年度 支給決定者数（人） 前年増減（人） 
生活介護 

事業所増減（件） 

令和元年（2019） 8,861 — — 

令和 2 年（2020） 9,446 +1,085 +2 

令和 3 年（2021） 10,004 +558 +2 

令和 4 年（2022） 10,544 +540 +3 

令和 5 年（2023） 11,102 +558 +2 

 

浜松市内において、5年間での介護保険サービス利用者の
増加率は約0.7％。一方で、障がい福祉サービスの支給を
受けている割合は約25.3%の増加。障害者手帳所持者の
増加率（約3.1%）を大きく上回っている状況にある。
🧒 年齢別内訳（令和5年）
•18歳未満（障害児通所支援含む）:5,045人
•18歳以上（障害福祉サービス）:6,057人

浜松市内の生活介護における事業所定員数割合
5名～10名：10事業所（13.5％）
11名～20名：38事業所（51.4％）
21名～40名：16事業所（21.6％）
41名～ ：10事業所（13.5％）

新規事業所が開設されているが、定員数20名以下で
の事業所が殆どであり、利用者の増加率に対して、
生活介護の定員総数が足りない状況になってしまっ
ている。
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01:始動
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５月
サビ管が仲間になった!

6月 7月 ８月 9月
仲間が増えた!
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02:育成
高齢デイサービスに従事していたスタッフの約9割が、事
業転換後も生活支援員や児童指導員として継続して働く
こととなった。

障がい者 経験がない
分からない

不安

「不安」を解消し、支援者としての準備を整える

・障がい児、者の特徴を座学で学ぶ機会の確保。
・浜松市内にある様々な障がい福祉事業所の見学。
・医療的ケアや肢体不自由児者に関わる研修への参加。
・OJTでの指導

障がい者
怖い

経験がない
分からない

不安
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02:育成

「障がい者と触れ合ったことが無く不安があった。障が
いをひとくくりで考えていたが、色々なケースがあるこ
とも知ったので、これから勉強したい。」

「（障がいの）ご利用者をみて衝撃もありました。今ま
での考えを捨てて、まっさらな気持ちで取り組んでいき
たい。」

事業所内研修後職員アンケートより抜粋

障がい者
環境が大事
学びたい

やってみたい
挑戦
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03:実践 ～求められる生活～

入 浴

生活介護事業「天竜厚生会いとめ」
活 動

「自宅では出来ないことを
してほしい」

By保護者

機能訓練・内職・外出・レクリエーション・
造形など1日を活動的に過ごせるように設定。
機能訓練は個別・小集団で実施!

「体が大きくなり自宅だと大変」
「ゆっくり湯舟に入れてあげたい」 By保護者

市内にある生活介護事業所で入浴設備がある事業
所は少なく、浜松市南部では当事業所だけ!近隣
に短期入所施設もないため、地域支援における入
浴ニーズは重要な課題。安全に入れる個浴漕・機
械浴槽や足浴機などで、清潔保持だけではなくリ
ラックスできる時間を提供!
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03:実践 ～求められる生活～

５つのプログラム
１．A D L

３．身体機能
２．学 習

４．こみゅ力

その他
家族サポート（育児相談・レスパイト支援）など

放課後等デイサービス事業
「天竜厚生会ささえ」

５．体 験
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04:継続 ～ライフステージ～

法人本部周辺

浜松市街

赤石寮
他３施設
（知的）

浜名
他2施設
（身体）

こだま
他9施設

（知的・身体）

みのり
（知的）

ワークキャンパス
（知的+身体）

福祉クリーニング
（知的）

ひがし(相談）
浜松ﾍﾙﾊﾟｰ（居宅介護・重訪）

城北の家
（特養:共生型）

短期入所
日中一時
施設入所

共同生活援助
自立生活援助

短期入所
施設入所(介護）

就労継続支援A型
就労継続支援B型

生活介護

特定・障害児相談
居宅介護・重度訪問

法人内連携
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04:継続 ～ライフステージ～

高齢者サービスから障がい児・障がい者サービスへと転換を図ったことで、新たな地域社会ニーズへ
と応えることができました。
身体障がい、特に肢体不自由や医療的ケアを抱える特別支援学校の生徒にとって、身近な地域に新た
な進路先が出来たことは、ご利用者だけではなく保護者にとっても大きな助けとなったと実感してい
ます。
引き続き、地域社会の中で求められるニーズに目を向け、法人理念に沿って必要な社会資源の開発を
探求していきます。
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ご清聴ありがとうございました。


